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【はじめに】 

牛流行熱(以下,BEF)は牛と水牛の急性感染症で

あり,届出伝染病に指定されている.蚊やヌカカな

どの節足動物の吸血によって媒介されるアルボウ

イルス感染症の一つで,原因ウイルスは牛流行熱

ウイルス(以下,BEFV)である.主な臨床症状とし

て,突発的な発熱(41～42℃),流涎,四肢の関節痛

や浮腫,起立不能,乳量低下等があり,多くは 1～3

日後には症状が回復する(図 1).感染を予防する

ためには牛流行熱ワクチンの 2 回接種が必要であ

る.BEF は東南アジアなどの熱帯・亜熱帯地域に常

在し,ウイルスは初夏に発生する季節風によって

媒介昆虫とともに日本国内へ侵入すると考えられ

る［1］.そのため,日本の最西端に位置する与那国

島は,亜熱帯地域に属することから吸血昆虫の活

動が活発であり,また,台湾に最も近接するためウ

イルスの伝播及び侵入リスクは非常に高いことが

考えられる(図 2). 

本県における発生は 2019 年を含めて過去に 7

度あり,ほとんど八重山地域に限局してい

る.1976,1989,2001，2012 年と約 10 年おき大流行

している.また,八重山地域と同時期に台湾や中国

など周辺地域での発生も確認されており,発生の

関連性が強く示唆される(表 1). 

今回,4 年ぶりに与那国島で限局して発生を確

認し,疫学解析並びに流行株の分子系統樹解析を

行ったのでその概要を報告する. 

 

【発生状況と農場概要】 

2019 年 6 月下旬,肉用牛繁殖農家 1戸で発熱, 

元気消失,食欲不振,起立嫌悪といった BEF 疑いの

通報があった.病性鑑定を実施したところ BEF と

診断された.そのため,7 月下旬および 8 月下旬に

与那国島の全農場 24 戸,467 頭に緊急ワクチン接

種を実施した.しかし,その後も同様の症状を示す

牛が相次いで確認され,10 月上旬までに肉用牛繁

殖農家 18 戸 129 頭で BEF 疑いの報告があった. 

 

図 1 臨床症状:起立不能  

 

 

図 2 アルボウイルス常在地と与那国島の位置 

 

 
表 1 本県における BEF 発生状況 

 

 



 
図 3 与那国島における発生分布 

 

 

図 5 病性鑑定:結果  

 

今回,地図に示す A～Eの 5戸について病性鑑 

定を実施した(図 3).発生農場概要については図 

で示すとおりである(表 4).A～D はワクチン接種 

前に発生し,E は 2 回のワクチン接種後に BEF の 

発生報告があった. 

 

【病性鑑定:材料と方法】 

初発農場を含め病性鑑定依頼のあった 5 農場(A 

～E)の発症牛 10 頭(A:2 頭,B:1 頭,C:1 頭,D:1

頭,E:5 頭)から採材した EDTA 加血液,ヘパリン加

血液,前後血清を用いて以下の検査を実施した. 

1.BEFV 遺伝子検査:EDTA 加血液を用いて BEFV  

RT-PCR 法を実施した. 

2.ウイルス分離:洗浄赤血球やバフィーコート 

を用い,ハムスター肺由来 HmLu-1 細胞,ハムスタ

ー腎由来 BHK-21 細胞およびアフリカミドリザル

腎由来Vero細胞に接種後,34℃で回転培養し,5代

継代を行った.また,乳飲みマウス脳内接種試験を

実施し,3 代継代を行った. 

3.抗体検査:前後血清を用い,BEFV に対する中 

和試験を実施した. 

4.遺伝子解析:EDTA 加血液から抽出した RNA を

用い,G遺伝子を標的としたRT-PCR法を実施した.

その後,ダイレクトシークエンス法により部分配 

列を決定し,分子系統樹解析を実施した. 

農家名 飼養頭数 通報日 発症個体No. 発症日 備考
母牛15頭 1 6/17
子牛8頭 2 6/26
母牛20頭
子牛7頭
母牛25頭
子牛19頭
母牛13頭
子牛4頭

6 9/13
7 9/16
8 9/16
9 9/8
10 8/31

7/6

7/11

7/23

ワクチン
接種前に発生

ワクチン(2回)
接種後に発生

3

4

5

E
母牛29頭
子牛18頭

9/17

6/26A

B

C

D

7/9

7/12

7/24

 
図 4 発生農場概要 

 

図 6 遺伝子解析:結果 

 

 

【病性鑑定:結果】 

1.BEFV 遺伝子検査:7 頭(A:1 頭,B:1 頭,C:1

頭,D:1頭,E:3頭)よりBEFV特異遺伝子を検出した

(図 5). 

2.抗体検査:6 頭(A:1 頭,B:1 頭,C:1 頭,E:3 

頭)より抗体価の有意上昇を確認した(図 5). 

3.ウイルス分離:乳のみマウス脳内接種より 2 

頭(A:1 頭,B;1 頭)の血液からウイルスが分離され

た(図 5). 

4.遺伝子解析:G遺伝子の部分配列403bpについ

て相同性検索を実施した結果,2017 年中国株や

2015 ～ 2017 年 タ イ 株 と 近 縁 で あ っ た . ま

た,2001,2004,2012 年沖縄株と同じクラスターに

分類され,2012 年沖縄株と最も近縁(塩基配列相

同性 98.76%)だった(図 6). 



 

図 7 流跡線解析:結果 

 

 

 

【流跡線解析:方法と結果】 

方法:HYSPLIT を用い,発生前の 6 月 1 日から 1

週間または 2 週間毎に BEF 発生前後の与那国島へ

の大気の流れを解析した. 

 結果:初発事例の 4 日前(6 月 22 日)には台湾全

土から与那国島へ大気の移入を確認された(図

7). 

 

【まとめと考察】 

BEFは約10年おきに八重山地域で大流行してい

るが,抗体保有牛の更新によって抗体保有率が落

ちることで起こっているものだと推察される. 

遺伝子解析より 2019 年沖縄株は 2012 年沖縄株

と近縁であった.既報では,2004 年沖縄株に対し

てワクチンは有効であると証明されており［2］,

また,2004年沖縄株と2012年沖縄株のG蛋白のア

ミノ酸配列がほぼ同じと報告がある［3］.G 蛋白

とはウイルス表面蛋白を指し,中和や感染防御に

関わる主要な抗原である.2004年沖縄株と2012年

沖縄株の抗原がほぼ同じであることから,2012 年

沖縄株に対してワクチンは有効であると推察され,

また,に対しても現行ワクチンは有効であると推

察された(図 8). 

流跡線解析より初発事例の 4 日前には台湾全土

から与那国島へ大気の移入を確認し,BEF 発生直

前の大気の流れより,台湾からウイルスを保有し

た媒介昆虫が与那国島に飛来した可能性あると示

唆された. 

今回,BEF の発生後に緊急ワクチン接種を実施

したが,ワクチン接種後も相次いで発生した.その

理由に十分に免疫が得られる前に感染したものと

推察される.母牛群の免疫を得るためには,流行前

ワクチン接種を行うよう指導する必要がある. 
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